




 
 
  
 
 
 
 
 

女性は 

みんな 

かわいい 

雑貨が好き 

 
デ－ト代は

男性が 

払うもの 

料理が 
好きな 
男性は 
ヘン 

 
 
茶道や華道は 

女性がするもの 

 

男性は 

女性を 

守るべき 

女性は 

スカ－ト

が似合う 

男性は 

スポ－ツ

が万能 

 
女性は 

短大で 

十分 

リ－ダ－
や会長は
男性の方
がいい 

 
女性は 

家事全般が

できないと 

男性が 

家を 

継ぐ人 

機械に 

強いのは 

男性の方 

 
 
一家を 

支えるのは 

男性の義務 

ピアスを 
している 
男性は軟
弱な感じ 

自由に可能性を

広げていこう 

 
バランス感覚の
優れたあなた
は、のびのびと
自分を表現し、
ほかの人にも自
由に生きること
を認めているは
ず。あなたの一
言や行動が、自
由に生きること
のできる社会に
変えていく一歩
になります。 

あともう一息 

ありのままを 

もっと認めよう 
 
女性と男性を入
れ替えて表現す
るとヘンだなと
思ったら、そこ
に固定観念が隠
れています。男
女の差ではなく
一人の人間とし
てとらえること
ができれば大丈
夫。 

いままでの 

価値観から 

脱皮しよう 

 
「らしさ」を押
しつけられて苦
しんでいるの
は、女性も男性
も一緒。誰もが
制限を受けるこ
となく、あらゆ
る分野で活躍で
きる、そんな社
会を目指しまし
ょう。 
 

型にはめず 

意識的に 

見直してみて 

 
学校や職場、家庭

でも、男女のあり

方を枠にはめて

いることは多い

もの。アレ？と思

う場面に出くわ

したら、友達や家

族などと、よく話

し合ってみて。 

分かっている 

つもりでも 

まだ固定観念が 

 
「男女の差別は
していない」つ
もりになってい
るだけかも。日
常会話や態度
が、差別につな
がっていること
もありがち。す
べての生き方を
認めることが大
切です。 

「らしさ」の 

先入観に気づく 

いいチャンス 
 
「男だから」とか

「女のくせに」と

いった考えにと

らわれていませ

んか。一番マズイ

のは、それを本人

が自覚していな

いこと。まず気づ

くことから始め

ましょう。 

女性は 

上品で 

なくちゃ 

男性は 

涙を 

見せちゃ

ダメ 

 
看護師や 

保育士は 

女性がなるもの 

いつの間にか無意識のうちにとらわれている「男らしさ、女ら

しさ」という偏ったイメ－ジ。まずは、私たち自身が今どのく

らい性別にとらわれているのかチェックしてみましょう。 
スタ－ト 

チェックしてみよう！ は い 
 

いいえ 



「くらしと科学」講演会 
                                    （財）環境科学技術研究所 調査役・主任研究員 

                                      笹川澄子（薬学博士） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

川 

柳 
 

 
昨
年
十
一
月
十
五
日
号
の
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
で
募
集
し
た

川
柳
に
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

全
て
の
作
品
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
部
を
ご
紹
介
い
た 

し
ま
す
。 

 

テ
‐
マ 

日
常
生
活
の
中
で
の
「
私
の
言
い
分
」 

 

肩
書
き
が 

と
れ
て
本
当
の 
自
分
か
な
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   
  

こ
ん 
ま
さ
の
り 

（
五
所
川
原
市
鎌
谷
町 

今 
将
式
さ
ん
） 

 
 

 「
男
は
仕
事
」
と
、
肩
書
き
を
背
負
い
、
窮
屈
な
思
い
で
一

生
懸
命
働
い
て
き
た
け
れ
ど
、
退
職
し
、
し
が
ら
み
が
と
れ
て
、

や
っ
と
自
分
ら
し
く
な
れ
た
。
男
は
男
で
辛
い
…
。 

 

何
食
べ
る 

一
度
く
ら
い
は 

家
事
を
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

                         

う
り
た   

（
五
所
川
原
市
幾
島
町 

瓜
田 

さ
ざ
え
さ
ん
） 

 
 
 

 「
家
事
は
女
の
仕
事
」
と
、
性
別
で
役
割
を
決
め
つ
け
な
い

で
、
一
度
く
ら
い
は
手
伝
っ
て
ほ
し
い
な
、
家
事
は
家
族
み
ん

な
で
、
家
庭
作
り
は
男
女
と
も
に
！ 

 

助
け
合
う  

家
庭
円
満 

 

福
の
神 

  

わ
た
な
べ  

み
ど
り 

（
五
所
川
原
市
松
島
町 

渡
邊 

緑
さ
ん
） 

 
 
 
 

 お
互
い
を
思
い
や
り
、
受
け
入
れ
、
足
り
な
い
所
を
補
い
あ

っ
て
、
男
女
と
も
に
対
等
な
パ
‐
ト
ナ
‐
と
し
て
助
け
合
い
な

が
ら
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
て
い
る
我
が
家
で
す
。 

           
 
今回は合併後初の情報紙となりましたので「男女共同参画

って何？」の疑問にお答えすべく編集してみました。この度

初めてスタッフとして関わり、「チェックしてみよう」にトラ

イしてみたところ、いつのまにか「男らしさ、女らしさ」の

偏ったイメ－ジにとらわれていた自分を発見してショック！

今まで当たり前と思っていた自分の価値観が自分や身近な人

の生き方を束縛することにつながっていたなんて…。自分の

意識改革の必要性を感じました。 

皆さんの結果はいかがでしたか？ 

ご感想やご意見をお寄せください。（プ－コ） 

平成 17年 10月 21日（金）、五所川原地域職業訓練センタ－
において、はつらつ虹の会主催で「くらしと科学」の講演会を

開催した。 
科学関係者や理数系は、男性が多く女性が少ない傾向にあり、

女性と科学は結びつかないように思われるが、家庭生活の会話

から「茶柱はなぜ立つのか」、毎日の通勤で気がついた「タンポ

ポの茎はなぜ起きあがるのか」などを研究したのは女性である。

男だから、女だからにとらわれず、日常生活の中で、興味を持

ったことを知ることが科学につながるということを参加者達は

学んだ。 

 
▲編集スタッフ 

  境谷 葉子・佐藤 広美 

  対馬 逸子・対馬 肇 

  津島 弘美・福士千恵子 

  三由 恵子 

 

▲発行 

  五所川原市 男女共同参画室 

  〒037-8686 五所川原市字岩木町12 

  TEL：0173-35-2111 内線462・463 

    FAX：0173-35-3617   

    E-mail：danjo@goshogawara.  

         net.pref.aomori.jp 
 

はつらつ虹の会…平成 11 年五所川原市市政施行 45 周年の記念事業として女性模擬議会が開催されたのを機に
結成。男女共同参画について学び、意識啓発のために活動している。 

 
講師 

編 記 集 後 




